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令和８年度 教育研修員募集要項 

 

群馬県総合教育センター 

 

 

 

 

 

 

１ 趣 旨 

群馬県教育ビジョンを踏まえ、教育の今日的課題の解決や実践的指導力の向上を目指し

た研修を通して、教員の資質向上を図るとともに、本県幼児、児童生徒の学力向上と健全

育成に資することを目的として、本要項により教育研修員を募集する。ただし、高等学校

及び中等教育学校（後期課程）に勤務する者の長期研修員の募集については別に定める。 

 

２ 研修の種類 

 (1) 長期研修 

群馬県教育ビジョンを踏まえた研修を通して、実践的な指導力や助言力を高めるとと

もに、研究協力校等や地域の中核として指導的な役割を担うことのできる人材を育成す

る。 

 (2) 長期社会体験研修                                       

企業等における研修を通して、社会的識見や教科の専門性を高めるとともに、本県の

キャリア教育の中核として指導的な役割を担うことのできる人材を育成する。 

  (3) 特別研修 

授業・保育実践等を通して、教科等の指導力を高めるとともに、研究協力校等や地域

において指導的な役割を担うことのできる人材を育成する。 

 

３ 募集人員等 

 
長 期 研 修 長期社会体験研修 特 別 研 修 

募集人員 ２０名程度 ５名程度 ５０名程度 

研修期間 令和８年４月１日 から １年間 

研修場所 
総合教育センター 

及び所属校・園等 

研修先企業等 

及び総合教育センター 

総合教育センター 

及び所属校・園等 
注１ 

応募資格 

１ 本研修の趣旨に沿って積極的に研修する意欲のある者 

２ 長期社会体験研修、特別研修は、教育公務員特例法で定める研修の

 対象者でない者 注２ 

注１ 特別研修における総合教育センター等の研修は年間２５日。 

   注２  長期研修については、研修の一部を中堅教諭等資質向上研修の内容として読み替え、負担軽減を図       

りながら実施するため、応募を可とする。 
 

第４期 群馬県教育振興基本計画 群馬県教育ビジョン（2024年 4月～2029年 3月） 

 〔最上位目標〕 

自分とみんなのウェルビーイングが重なり合い、高め合う共生社会へ向けて 

－ひとりひとりがエージェンシーを発揮し、自ら学びをつくり、行動し続ける 

「自律した学習者」の育成－ 
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 ※令和２年度以降の教育研修員研修修了者については、法定研修以外の経験者研修を免除 

する。ただし、希望がある場合は、受講を認める。 

 

４ 研修内容 

 (1) 長期研修 

  ○ 国の動向や群馬県教育ビジョンを踏まえて、教育課題の解決に向けた研究及び研修

を行う。 

  ○ 研究協力校等の校内研修に積極的に参画し、実践的な指導力や助言力を高める。 

 (2) 長期社会体験研修 

  ○ 企業等における研修を通して社会的識見を高めるとともに、学校組織の活性化に資

する研修を行う。 

    ○ 研修の成果を本県のキャリア教育の充実に生かす。 

  (3) 特別研修 

  ○ 幼児、児童生徒の実態に応じた授業・保育実践等を通して、指導方法や評価方法の

改善に資する研究及び研修を行う。 

  ○ 積極的に授業・保育公開を行い、教職員の教科等の指導力向上に寄与する。 
 
 ※上記研修内容等の詳細は、「教育研修員研修プログラム」（総合教育センターWebサイ 

ト掲載）を参照 
 
５ 研修領域及び研修先業種 

 (1) 長期研修の研修領域 

領域

番号 
領  域 

① 非認知能力の育成を図る教育課程、教育活動の工夫 

https://gunma.my.canva.site/center-koko-kk 

② 児童生徒が自らの学びをつくる学習活動への転換 

https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/center-research-gimu/home 

③ ＩＣＴ活用による教育イノベーションの推進・学校のＤＸ化 

https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/center-research-

joho/%E6%95%99%E8%82%B2%E6%83%85%E5%A0%B1%E6%8E%A8%E9%80%B2%E4%BF%82/r06 

④ 共生社会の実現に向けた教育の推進 

https://center.gsn.ed.jp/tokushi/tyousakenkyu 

⑤ 豊かな人間性を育む生徒指導、教育相談の在り方 

https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/sodan-

kenkyuseika/%E9%95%B7%E6%9C%9F%E7%A0%94%E4%BF%AE%E5%93%A1%E7%A0%94%E7%A9%B6%E

6%88%90%E6%9E%9C 

⑥ 子供が資質・能力を発揮する架け橋期の教育の在り方 

https://center.gsn.ed.jp/yokyo/kenkyu 

⑦ 研修観の転換、教職の魅力向上に関わる調査研究 

https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/center-research-kikaku/home 

※ 高校長期研修「高校教育の改善」については、別途募集になります。 

※ 各領域の URLをクリックすると、過年度の研究サイトにつながります。 

  つながらない場合は、URLをコピーし、お使いのブラウザのアドレスバーに貼り付 

けてアクセスしてください。 

 

https://gunma.my.canva.site/center-koko-kk
https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/center-research-gimu/home
https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/center-research-joho/%E6%95%99%E8%82%B2%E6%83%85%E5%A0%B1%E6%8E%A8%E9%80%B2%E4%BF%82/r06
https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/center-research-joho/%E6%95%99%E8%82%B2%E6%83%85%E5%A0%B1%E6%8E%A8%E9%80%B2%E4%BF%82/r06
https://center.gsn.ed.jp/tokushi/tyousakenkyu
https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/sodan-kenkyuseika/%E9%95%B7%E6%9C%9F%E7%A0%94%E4%BF%AE%E5%93%A1%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%88%90%E6%9E%9C
https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/sodan-kenkyuseika/%E9%95%B7%E6%9C%9F%E7%A0%94%E4%BF%AE%E5%93%A1%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%88%90%E6%9E%9C
https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/sodan-kenkyuseika/%E9%95%B7%E6%9C%9F%E7%A0%94%E4%BF%AE%E5%93%A1%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%88%90%E6%9E%9C
https://center.gsn.ed.jp/yokyo/kenkyu
https://sites.google.com/edu-g.gsn.ed.jp/center-research-kikaku/home
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 (2) 長期社会体験研修の研修先業種 

番号 業  種 番号 業  種 番号 業  種  

  ① 農業、林業 ④ 情報通信業  ⑦ その他 

② 運輸業           ⑤ 卸売業、小売業                      

 ③ 製造業        ⑥ 金融業、保険業   

 

 (3) 特別研修の研修領域 

番号 領  域 番号 領  域 

① 国語 ⑫ 農業 

② 社会、地歴、公民 ⑬ 工業 

③ 算数、数学 ⑭ 商業 

④ 理科 ⑮ 道徳 

⑤ 生活 ⑯ 総合的な学習（探究）の時間 

⑥ 音楽 ⑰ 特別活動 

⑦ 図画工作、美術 ⑱ 幼児教育、幼小接続 

⑧ 体育、保健体育 ⑲ 特別支援教育 

⑨ 家庭、技術・家庭 ⑳ 生徒指導、教育相談 

⑩ 外国語、外国語活動 ㉑ 健康教育 

⑪ 情報 注３ ㉒ 多文化共生教育 注４ 

   注３ 「情報」は高等学校及び中等教育学校（後期課程）を対象とする。 

   注４ 「多文化共生教育」は、外国人児童生徒への日本語指導を中核に、学校におけるきめ細やかな指導体制

の推進など、学校生活全般への支援の充実に向けた研究とする。 

   

※ ICT活用については各教科等で取り扱う。 
 

６ 応募方法 

 (1) 募集要項等の受理 

   応募を希望する者は、所属長から必要な書類を受理する。なお、総合教育センターの

Ｗｅｂサイト上からダウンロードすることができる。 
 

 (2) 応募書類の作成 

   募集要項及び各様式の注意事項を確認の上、様式１から様式４に必要な事項を記入す

る。その際、デジタルデータを使用してもよい。 
 

  (3) 所属長への提出 

   応募を希望する者は、様式１から様式３を一括して所属長に提出する。 

   【 ９月１９日（金）まで】 
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 (4) 各所属長の提出様式、提出先、提出期日 

各所属長は、様式４に所定の事項を記入し、応募書類を一括して下記提出先へ下記提

出期日までに提出する。 

校 種 様 式 提 出 先 提出期日 

幼稚園等 

小・中学校 

義務教育学校 

市立特別支援学校 

市立中等教育学校（前期課程） 

様式１、様式２、様式３、様式４ 市町村教育委員会 9月26日（金） 

市立高等学校 

市立中等教育学校（後期課程） 

学校組合立学校 

様式１、様式２、様式３、様式４
 市町村教育委員会、

 

学校組合教育委員会
 9月26日（金） 

県立中等教育学校 

県立特別支援学校 

県立高等学校 

様式１、様式２、様式３、様式４ 
応募書類を一括して 

県総合教育センター 
10月10日（金）

 

  

(5) 市町村等教育委員会の提出様式、提出先、提出期日 

  ① 市町村教育委員会は、様式４に所定の事項を記入し、応募書類を一括して当該教育

事務所長へ提出する。               【１０月１０日（金）まで】 

  ② 高校・中等教育学校（後期課程）を設置する市・学校組合教育委員会は、様式４に所

定の事項を記入し、応募書類を一括して総合教育センター所長へ提出する。 

                            【１０月１０日（金）まで】 

 (6) 教育事務所の提出様式、提出先、提出期日 

   教育事務所長は、応募書類を取りまとめ、別に定める「応募者一覧」を添えて、総合教

育センターへ提出する。                        【１０月２３日（木）まで】 

 

７ 選考及び結果通知 

 (1) 選考 

   総合教育センターにおいて選考を行い、県教育委員会教育長が決定する。 

 (2) 決定通知 

   選考結果は、令和８年３月に所属長から応募者に通知する。 

     （県立学校については直接、市町村立学校・園及び学校組合立高校については当該市

町村・学校組合教育委員会を通して所属長あて通知する） 

 

８ その他 

 (1) 研修員の旅費 

   総合教育センター又は所属負担とする。（従来どおり） 

 (2) 過年度の教育研修員の研修成果 

     総合教育センターＷｅｂサイトに掲載してあるので必要に応じて参考にすること。 

 (3) 照会先 

  群馬県総合教育センター 研究企画係（天田、新井） 

   住 所 〒372-0031  伊勢崎市今泉町１－２３３－２ 

   電 話  0270－26－9212(研究企画係直通） 

   Ｗｅｂ URL https://center.gsn.ed.jp/ 
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(様式１） 

令和７年  月  日  

 群馬県教育委員会教育長 様 

                                             学校・園名   

                                             職 ・ 氏 名       
 

教育研修申込書 

 

 令和８年度教育研修員として研修したいので、関係書類を添えて申し込みます。 
 

１ 希望する研修 

希望 研修の種類 研修領域・研修先業種 

 長期研修 

第１希望 
領域番号 

（ ） 
領域名（                  ） 

第２希望 
領域番号 

（ ） 
領域名（                  ） 

第３希望 
領域番号 

（ ） 
領域名（                  ） 

令和８年度中堅教諭等資質向上研修の受講対象  

 
長期社会 

体験研修 

第１希望 番号（ ） 業種名（             ） 

第２希望 番号（ ） 業種名（             ） 

第３希望 番号（ ） 業種名（             ） 

 特別研修 

第１希望 番号（ ） 領域名（             ） 

第２希望 番号（ ） 領域名（             ） 

第３希望 番号（ ） 領域名（             ） 
 
 
 
 
 
 
 
 

注１ 「希望」の欄に、丸を記入する。なお、複数の研修に重複して応募する場合は、「希望」の欄に希

望順位を丸数字で記入する。 

注２ 長期研修に応募する者は、希望する研修領域の第１希望から第３希望までを一つずつ選んで表中の

領域番号及び領域名を記入する。 

また、令和８年度に中堅教諭等資質向上研修の受講対象となる者は、「令和８年度中堅教諭等資質

向上研修の受講対象」の欄に、丸を記入する。 

注３ 長期社会体験研修に応募する者は、希望する研修先業種の第１希望から第３希望までを一つずつ選

んで表中の番号及び業種名を記入する。 
注４ 特別研修に応募する者は、希望する研修領域の第１希望から第３希望までを一つずつ選んで表中の

番号及び領域名を記入する。 
 
 

２ 所属校の校・園内研修の予定（令和８年度） 

教科・領域 等  

研究指定の有無 有 ・ 無 指定機関 国 ・  県 ・ 市町村 ・その他 

 
   注５ 令和８年度の校・園内研修の教科・領域が未定の場合は、令和７年度のものを記入する。 
  注６  研究指定の有無及び指定機関の欄は、該当するものを丸で囲む。 
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(様式２） 

履  歴  書 

                                                         (令和８年３月３１日現在） 

ふ り が な

氏  名 
 

 
職員番号  

 

写真貼付 

（上半身） 

4cm×3cm 

 

※長社研のみ貼付 

生年月日  昭和・平成  年  月  日 （   歳） 

所属校・園   

現 住 所                                  （TEL   -     -   ） 

最終学歴                         （平成・令和  年  月 卒・修） 

教育職員 
免 許 状 

(すべて記入) 

小学校（専・１・２） 養 護（専・１・２）  栄  養（専・１・２） 

中学校（専・１・２）【         】 特別支援（専・１・２） 

高 校（専・１）【             】 幼 稚 園（専・１・２） 

校務分掌        学年（担任・担任外）     分掌  

研  修  歴 職     歴 

研   修   名 研修年度 勤 務 先 名 勤務年数 

    

    

    

    

    

教育研究所（       ）  教職経験年数     年 

 
 注１ 現住所は市町村から記入し、（  ）内には電話番号を記入する。 
  注２ 教育職員免許状は、所持しているものすべてを記入する。（  ）内は該当区分を丸で囲み、【  】内

は教科や分野を記入する。 
  注３ 研修歴、職歴は古い順から記入する。（欄が不足する場合は適宜追加して記入する） 
 注４ 教育研究所の（  ）内には研修の内容を記入する。 

 

上記の内容について、事実と相違ないことを証明します。 

 

        令和７年  月  日  
             立          校長・園長  
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（様式３） 

応 募 理 由 書 

 

                                             学校・園名   

                                             職 ・ 氏 名        

 

１ 応募理由 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研修テーマ（最も希望する研修領域について） 

 

 

 

 

３ 具体的な研修方法 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ※ 以下は、長期研修、長期社会体験研修、特別研修を重複して希望する者のみ、第２希望とする研修に 
ついて記入する。 

 
２－２ 研修テーマ（第２希望の研修領域について） 

 

 

 

３ー２ 具体的な研修方法 
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(様式４） 

推  薦  書 

 

 群馬県教育委員会教育長 様 

 

   令和８年度教育研修員として、下記の者を推薦いたします。 

 

記 

 

１ 推薦する教員 
 
    学校・園名   
 
 
    職 ・ 氏 名       

 
 

２ 校長・園長の推薦理由 

 

 

 

 

 

 

 

  令和７年  月  日 

 

             立        校長・園長  

 
 

※ 以下は市町村、学校組合教育委員会用 

 

３ 教育長の推薦理由 

 

 

 

 

 

 

  令和７年  月  日 

 

                   教育委員会教育長  


